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の り面に お ける 自然回復緑化 の基本的な考え方の とり

ま とめ

斜面緑化研究部会

1．　は じめに

　 昭和 30 年代 に始 まっ た 機械化施⊥ に よ る の り面緑化工 法

は，社会 の 要請 に 応 じて 導入植物 ・工 法 とも ど も次第に 高度

化 して きた。工 法開発 は，生 育基 盤 の 造 成方 法 と耐 侵 食性の

改善を中心的 課 題 として な され，耐侵食性 に優れ，厚い 植物

生 育基盤 を造成す る 厚層基 材吹付工 法へ と収束 し，切 十岩盤

部 （無土 壌 岩 石 地 ） まで もの り面緑 化 工 の 対 象 とす る に至 っ

た。また ， 導入植物の 選定は
， 発芽 ・成長 の 速 い トール フ ェ

ス ク に代表 され る外来草本類か ら．ヨ モ ギ ・
メ ドハ ギ な どの

在来草本類，さ らに はヤ マ ハ ギ ・コ マ ツ ナ ギ ・イ タチ ハ ギ な

どの マ メ科低木類へ と変遷 し， 平面的な緑被か ら立 体的な緑

量の 確保へ と質の 転換が図 られて い っ た 。 こ れ らの の り面緑

化手法の 変遷 は，十木工事に よ り出現する裸地 の り面 に対す

る安価 な侵食防 IL工 事 として 始まっ たもの が，次第に環境 ・

景観保全 （修景）機能 を要求され る に 至 り，開発
・
改善の 手

を加えられ今日に 至っ た もの で ある。

　 1992 年 6 月に ブ ラ ジ ル の リオデ ジ ャ ネイロ で 開催された

「地球サ ミ ッ ト （国連環境開発会議）」 に あわせ，1司年 5 月に

「生物多様性条約」 が 採択 さ れ た。わ が 国 は 1993年 5 月 に

同条約を締結 し，同条約 に もとつ く 「生物多様性国家戦略」

を 1995 年に 策定した。こ の こ とに よ り，関係各省庁が 同戦

略 に沿 っ て生物多様性の 保全 に関 する 各種施策を実施す る こ

とが求め られる よ うになっ た 。 また，こ の 地球サ ミ ッ トを受

け て，わ が 国 で は，1993年に 「環境 基 本法」が 制定さ れ，

さらに こ れを受けて 1994 年 に 旧建設省が 策定 した 「環境政

策大 綱」 で は，建設行政 にお い て 「環境」を内部化す る こ と

を目標 として 環境施策の 理念 推進方策，推進体制が 示 され

た 。 こ の よ うに して わが国の 建設行政 も方向転換を求め られ，

開発 跡地 に 対 して 自然の 回復
・
復元 を図る こ とを基本方針 と

す る こ ととなっ た。こ れ 以前の の り面緑化工 にお い て も理 念

と して 唱え られ，また個別 に 自然回復 の 技術的試行 は 行 わ れ

て きた が，さ らに具体性を帯び た 問題 と して 提示 され る こ と

に な っ た の で ある。

　 こ の ように地球サ ミ ッ ト以 来，世 界的な規 模で の 世論の 高

ま りの 中で 環境施策 は 推進 され 始め た わ け で あ るが，緑 化
．
1二

の 現場 に お け る設計 ・施工 レベ ル で は環境施策理 念 を実現す

る 具体的な緑化手法 に つ い て 統
一

見解 が形成 され ない ま ま実

施段階に突入 した。そ の 結果，事業 ・現 場 ご と に 「自然」の

提 え 方が異 な り，そ の 場で 形だ けを整える の が 実体 と な っ て

い る。中に は イメ
ー

ジの み が 先行 し，実施不能の 計画 ・
設計

が行われて い る ケ
ー

ス も認め られる。

　日本緑化工 学会斜面緑化研究部会で は この ようなの り面緑

化現場 の 実態に 鑑み，侵食防止 ばか りで な く，自然景観の 修

復や 自然生態系の 回復など社会的要望の 強い 多様な目標の 実

現 を 目指 した 「の り面 の 自然 回復緑化 （以下，自然 回復緑化

と称す）」の あ り方 に つ い て 検討 し，「の り面 に お ける自然回

復緑化 の 基 本 的 な 考 え 方 の と り ま と め 」 と して 整理 を 行 っ

た。

　本 と りまとめ で は，計画段階か ら，設計，施工，管理 段階

を経 て ，最終 的 に緑化 H標 とす る植 物 群 落 の 回復 に至 る一連

の 流 れ を示す と と もに ， そ れ ぞ れの 工 程 につ い て解説を行っ

た 。 中で も，1）事業 の 計画に あた り事前に の り面緑化の 対

象地に お ける 自然生 態系 の 保全 状態 を主 な指標 とす る環境区

分を設定する こ と，2）そ れ ぞ れ の 環境区分に応 じて，該当

する 地域固有の 系統を持つ 自生種，当該地域以外 の 系統 も含

め た 自生種，移 人種な ど使用すべ き植物材料や緑化 目標達成

まで の 期 間 ， 施工方法等を設定する こ と， 3）最終緑化日標

に 導 くための 周辺植物群落と調和 した群落を初期緑化 目標 と

して 設定す る こ と，4）初期緑化目標達成 まで は 植生 の 生 育

状況を適宜モ ニ タ リ ン グ して植生誘導管理 を行い ，初期緑化

目標達成後は監視的管理を行 っ て最終緑化 目標 に導 い て い く

こ と，な どを 主 眼 と して い る こ とが 特徴 で ある 。

2． の り面 に お け る 「自然 回 復緑 化 」と は

　自然回復緑化 と一
凵 に い っ て も，各人の 持つ イメ

ージ は大

きく異なる。そ こ に は，「自然」とい う概念 そ の もの が 「原

生 の 自然」から 「二 次林の 自然」，「人為的 に造成され た緑地」

に 至 る まで 大 きな 幅を持 っ て い る 上 ，自然 とい う単語 か ら受

ける イメージは，何 も手を加えず に放罹する とい う意味合 い

も含ん で い る こ とに 原因が ある と考え られ る。

　自然 の 図復を 行お うとす る 場合 の 「自然」 とは，自然公園

な ど 自然 度の 高い 地域 に残 され る 「原 生 の 自然 」，「手つ かず

の 自然」をイ メージ する こ とが
一

般的で あろ う。しか しなが

ら，原 生 の 自然 が残 され た箇所 は，原則 と して 開発行為を慎

むべ き場所 で ある。の り面緑化 の 対 象 とな る の は，こ の よ う

な 自然 度 の 高 い 箇 所 は 少 な く，む しろ 「「 次林 ・人工 林 と し

て 利用 され て きた 森林 ＝二 次的自然 」 を対 象 とす る場 合 が ほ

とん どで あ る。

　した が っ て ，本 と りま とめ にお け る 自然 回復緑 化 を行 う場

合 の 「自然」 とは，主 に施 工 対象地 周辺 の r…次的自然を指す

もの と し，土 木工 事等 で 造成 され た の り面 に対 し，周 辺 の 二
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先駆樹種＋遷移 中後期樹種

　 自 然 回 復緑化 の 考え 方

一 瞬 憑 醯 swe 囲z as鹽 ⇒最終 緑 化 目標 に 到達 可 能 と 考　　　　　　　 施工 対象地 周辺 の 二 次的自然

え られ る植物群落の 造成

　　　　　 図一1　植 生遷 移 と緑 化 目標 との 関係

次的自然 と調和の と れ た植物群落 （社会）・景観 の 回復 ・復

元 を 図 る こ と を 「最 終緑 化 目標」 と し，そ れ に到達 ロ∫能 な

「初期緑化 目標」を完成 させ る手法全体につ い て と りま とめ

を行 っ た 。 図一1 に，一
般的な植生 遷移の 変遷 と初期緑化 目

標お よ び最終緑化目標の 関係 を示す 。 こ こ で い う手法 全体 と

は ， 最終緑化目標を達成するた め の 計画 ， 設計，施T．管理

の
一

連 の 流れを指す 。

　なお，開発行為 に よ り造成され るの り面が 力学的に不安定

で，崩壊や落石の危険性が 高い 場合に は，擁壁工，ア ン カー

工，の り枠 T．落石防止 工 などの ，の り面安定工 が緑化工 に

先立 っ て 行 われ る こ とが 基本で あ る 。 こ の た め，本 と りまと

め で対象とす るの り面は十 分 に安定 した 状態で ある こ とを前

提 として い る 。

3．本 と り ま と め の 位 置 付 け

　 こ こ に掲載 した 「とりまとめ 」 は 日本緑化工 学会が発表し

た 「生 物多様性保全 の た め の 緑化植物の 取 り扱い 方に 関する

提ゴ」
S）

（以 ド，「提言」 と称す） に 示 され た考え方を基 に し

て，現場サイ ドから自然回復緑化の 考え方を取 りまとめ た も

の で ，の り面の 自然 回復緑化 に 取 り組 もうと して い る各事業，

各現 場 の 関係者 に 「自然 回復緑化」を考える際の 参考に して

い た だ くこ とを 目的 と した もの で あ る。また，本 「と りま と

め」 は 自然 回復緑化 の あり方を示す指針や ガ イドラ イン とし

て 提示する もの で は ない 。

　さ らに，既 往 の の り面緑化手法 の うち，移入種や 園芸種等

を導入植物 と して も植生遷 移 に よ っ て 最終的 に は地 域 の 自然

に 移行 させ よ うとする場合 は 「自然 回復緑化」の 対象 と なる

が ，景観造成な どを 主 目的 と して 移入種や 園芸種等に よ り形

成 され た 群落を維持 し よ うとす る場合 は本とりまとめ の 対象

外 とす る 。

4．本 と り ま と め で 使 用 す る用 語 の 定 義

　本 と りま とめで 用い る重 要な 用語 の 定義 につ い て は，日本

緑化工 学会の 「牛 物多様性保全の た め の 緑化植物の 取 り扱い

方 に 関する提言」 に 準拠す るが，緑化工 に携わ る実務担当者

や 現場担当者の 解釈を容易 に す る た め，自生 種 に つ い て は

「提言」をもとに下記 の よ うな細分化を行っ た。

（1）自生種

　「提言」で は，自生種とは 「自然分布して い る範囲内に分

布す る種，亜種またはそれ 以下 の 分類群を指す」として い る 。

つ まり，緑化対象地域 に 人為に よ らず古 くから自生 して い る

種 ， お よび そ れ以 ドの 分類 群 （局所的 な個体群〉 をい う。し

かし，実際の 現場で は自生種とい う用語で は亜種や それ以下

の 分類群 まで含 む と考え る こ とは 少ない た め，亜 種や 分類群

問の 相違を無視す る こ とに な り，生物多様性を低下 させ る 原

因と なりかねない 。 そ こ で ，本 と りまとめ で は，現場担当者

に自然回復緑化 で使用す る自生種に つ い て 具休的 イ メージが

持て る よ うに配慮 し，暫定的に 個体群 の 共通性の 程度 （自生

地 の 範囲） に よ っ て 自生 種 を次の 4 段階 に 区分す る こ と と

した （図一2）。現在，こ の ような 区分を科学 的根拠 に 基づ い

て 設定す る こ とは で きない た め，こ こ で 述べ て い る 4 区分

もあ く まで 暫定的 な もの で あ る こ とを承知願 い た い 。また，
こ の 区分 は 自生 種 の 植物材料 の 採取地

・生 産地に も対応す

る。

　 なお，以下 に述べ る地域性系統 と 自生種 （地域区分内） に

お い て ，種 レ ベ ル 以 ドの 分類群が 分布する 地理 的範囲を明確

に 示す こ と は現時点で は不 口f能で ある 。 こ の た め，植物材料

と して 地 域性系統 また は 自生種 （地域区分内）を用 い る場合

に は，その 採取範囲 を本項 で 述べ た 事項 を参考に して個別の

事業 ご とに設定す る必要が ある 。 また，使用する種子，さし

穂，由引き苗 （山取 り苗），育成 苗な どの 植物材料 はす べ て
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図一2　自生 種の 採取地 お よび 生産 地 に よ る 区 分 （案）

採取地お よ び生 産 地 が 明確な もの で な け れ ば な らな い 。こ う

した材料を 「提言」で は地域性種苗と呼ん で い る。

　  地域性系統

　地域性系統 と は 「自生種の うち，あ る地 域 の 遺伝子 プー
ル

を共有する系統。遺伝型とともに ， 形態 や生理的特性などの

表現型や生態的地位 に も類似性 ・同一
性が認め られ る集団を

指す 。」 と 「提言」 で は，定義して い る 。 現時点 で 植物 の 遺

伝子型を明 らか にす る こ とは難 し く，また そ の 分布範 囲 は種

ご と，場所 ご と に異なるた め一．．
概 に決 め る こ と はで きない が，

流域 や 山塊，微気候 な ど に よ り大 まか に は 区分が 可能であ る

と考えられ る。また，「提言」 で は 「分布が 連続す る種 に

あ っ て は，当面，都道府県 よ り下位 の 地域 レベ ル で ，植物相

の 違 い や 自然保護 の 地 域指定な ど を考慮して 地 域 区分 を行

い ，その 範囲を地域性系統の 移動許容範囲とす る こ とが 望ま

しい 。」 と して い る 。 本 と りまとめ で もこ の 定義に 従う。

　  自生種 （地域区分 内）

　「提言」 に は な い が ，本 と りま とめ で は以 下 の よ うな種 と

して 定義 して お く。 種 レベ ル 以
．
ドの 分類群 の うち，地域性系

統 よ りも共通 す る遺 伝 情 報 は少 な い が，地方程 度 の 範囲にお

い て 固 有の 共有情報を持つ と 判断で きる 自生種 の 個体群 を

「自生 種 （地 域 区分内）」 と呼ぶ 。地域 性系統 と同様 に 分布範

囲 を区切 る こ とは 困難 で あ るが，環 境 省 の 「生 物 多様性 保全

の た め の 地域区分 （試案〉」
1）

（図一3）な どを参考に して 区 分

す る、

　  自生種 （国内）

　学術的な区分で は ない が
， 国外を含 め て 広域的 に 自然分布

す る自生種 の うち目本国内の み の 個体群，およ び 日本国内の

み 自然分布す る 自生種の 個体群を 「自生種 （国内）」と呼ぶ
。

なお，現場 で の 対応を考慮し，便 自1的に 「自生種 （国内） の

植物材料」とい う場合 は，狭い 地域 に しか 自然分布 しない 自

生種 で あ っ て も，凵本国内で あれ ば当該地域以 外 に持ち出 し

た母 樹 な どか ら有性繁殖 を経て採取
・
育成 され た植物材料 も

含め る 。

　  自生種 （国外）

　国外 も含め て 広域的 に 自然分布す る 自生種の うち国外 の 個

体群を 「自生 種 （国 外）」 と呼ぶ 、、な お，「自生種 （国外） の

植物材料」 とい う場合は，国内の み に 自然分布す る種 で あっ
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て も， 国内か ら国外 に 持ち出 した 母樹な どか ら有性繁殖 に

よ っ て 採取
・
育成され た植物材料も含め る。

（2 ）先駆樹種

　遷 移 の 初期 にの り面等の 裸地 に侵 人して 定着す る木本植物

を指す。先駆樹種 は
一
般的 に 1場生 で あ り，貧栄養条件や 乾燥

に 対す る耐性が高く，窒素固定能を有す る もの が多い 。自然

回復 緑 化 で用 い られ る先駆樹種 の 代表例をあげ る と，ハ ン ノ

キ 類 （ヤ マ ハ ン ノ キ，ヤ シ ャ ブ シ等），ハ ギ類 （ヤ マ ハ ギ，

キ ハ ギ 等），グ ミ類．カ ン パ 類，ウ ル シ類 （ヤ マ ウ ル シ，ヌ

ル デ ，ヤ マ ハ ゼ等），ア カ メ ガ シ ワ，ク サ ギ，マ ツ 類 （ア カ

マ ツ，クロ マ ツ 等）な どが ある、，

（3）遷移中後期樹種

　非先駆的な木本植物 の こ とで，の り面周辺 の ：次林や植生

遷 移中期〜後期 （極相）を構成す る木本植物 を総称 して 指す．

遷移中後期樹種 は ， 先駆樹種主体 の 群落以降の ス テ
ージ にお

い て 周辺植 生 と同様な自然植生 の構成 に導 くもの で ，主 に重

力散布，鳥散布，動物散布の 木本植物が該当する・
J

（4）移入種

　自然分布範囲外 の 地域 （生態系） に 人為的に持ち込まれた

種 （亜種 ・
品種な どを 含む） を い う。 外来草本類 もこ れ に含

まれ る。植物材料 の 呼称 として用 い る場合 は，国外 か ら持ち

込まれた 「国外 （産）移入種」 と，国内の 他地域から持ち込

まれ た 「国内 （産）移入種」 とに 分ける 。

（5）目標群落の 主構成種

　初期緑化 目標 の 設定に おける植物群落の 主たる構成種をい

う。 「草本種」，「先駆樹種」，「遷移中後期樹種」 の 3 つ に 類

型化す る。

（6） 目標群落の 外観 に よ る タ イ プ

　初期緑化 凵標 の 設定に お ける 目標達成時間や 造成 され る 緑

化 景 観 を考慮 した外観的 な 目標 の こ とを い う。「草原 タ イプ 」，

「低木林 タ イ プ」，「中高木林 タ イ プ 」の 3 つ に類型化す る。

5．　 自 然 回 復緑化の 目的

　自然の 早期回復を 凵指す場合 で あ っ て も，
の り面 緑化 の 第

一一一
の 目的は 「裸地状態の の り面表層部分 を保護 して 安定させ

る こ と」で あ る。自然回復緑化 は，の り面保護を行 い つ つ 周

辺環境 と調和 の とれ た 植物群落を造成する もの で，「自然生

態系 の 回復」，「周辺 の 既存植生 や生物多様性 の 保全」， 「景観

的調和」を 主要な 目的 と して い る。自然回復緑化を行 うに あ

た り，「景観的調和」 は他の 3 つ の 目的を満足 した結果 と し

て 得 られ る もの で ある 。

（1）の り面表層部の保護 ・安定

　開発行為 に よ り発生 した の り面表層部の風化 ・
侵食を 防 1E

し，荒廃 面積 の 拡大 を 防ぎ長期的な安定を図る 。

（2）の り面 に おけ る多様 な自然生態系の 回復

　造 成 され た の り面 の 立 地 条件 に 適合 した 植物群落を造成

し，多様な自然生態系の 同復を図る。さ らに ， 植物群落 の 造

成に よ り分 断さ れ た生 態系 の 連続性 を再生 す る 。

〔3 ）周辺 の 既存植生と生物多様性 の 保全

　の り面 の 造 成 に よ り植物群 落内 に硬質で 急勾配な裸地が生
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じ，植物群落の 連続性が断た れた り，林縁部が降雨
・
降雪

・

風 な どの 外圧 を 直接受け る こ とに な る。そ こ で ，
の り面に植

物群落を造成し周辺 の 既存植 生 と生 物多様性の 保全 を図 る 。

（4）景観的調和

　 の り面に 造成する 植物群落が周辺植生 と景観的な連続性 を

保つ よ うに して，全体的 な 景 観の 中 で違和感を生 じさせ ない

よ うに調和を図る 。

6．　 自 然 回 復 緑 化 の 流 れ

自然回復緑化 を行うた め に は ， 初期緑化 目標を達成す る だ

けで も，設定 した 目標 に よっ て は 20 年以 上 の 長期間 を要す

る こ ともある。こ の ため，自然 回復緑化の 実施に あた っ て は，

長期的な見通 しを持つ こ とが重 要 で あ る。また，生 物多様性

保全 の 観点 か ら
一・

般 ili場に 流通して い ない 狭い 地域限定の 系

統 を持 つ 自生 種の 植物材料 を用 い る場 合 は，実施に先立 ち計

画的に種子採取や 苗木生産を行わ なければ なら ない u

　また，自然 回復緑化の 計画 に あ た っ て，の り面安定 ・保護

T．導入植物 の 選定 ・導入方法，植物 の 生 育環境 （ハ ビ タ ッ

ト ：牛息地，生育場所，立 地 条件） の 整備 ，
モ ニ タ リ ン グ ，

植生誘導管理 とい う
一・

連の 流れ を有機的に 連動
・
融合させ，
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一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Revegetation Technology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Revegetation 　Teohnology

圜

團

圏

圈

［：1≡＝］
　　　　 ↓

一

麝
夫 地

嚇

図一4　自然回復赫化 の 流れ （案）

か つ 適宜見直 しを行 い なが ら進め る こ とが 大切 で あ る、

　図一4 に は，自然 回復緑化の 計画段階か ら最終緑化 目標群

落の 完成 まで に必 要 な 事項 を整理 して，そ の 関連性 を示 した。

自然回復緑化 で は
， 「計画段階の 環境区分 と初期緑化目標の

設 定 」，「初期 緑化 目標 を満足 す る設
一
士，実施」，お よび 「緑

化 目標に導くた め の 管理」を 3本 の 柱と し，こ れ らを一
貫 し

た 考え 方の も とに 進 め，多様 な植物生 態系の 同復を図 っ て い

く。

　以 1に ，自然 回復緑化を央施す る 場合の 手順 に した が っ て

各事項に つ い て 解説す る ．

7．計画段階

7．1 環境 ア セ ス メ ン トの 実施

　開発工事を行う場合 は，環境影毟乎価法 に したが っ て 個別

の 事業 ご とに ス ク リ
ー

ニ ン グ を行 い
， 環境 ア セ ス メ ン トの 対

象事業 に指定され た場合 に は，その 対象 項 目，ならび に調

査 ・予測 ・。下仙の 方法を 選定す る ス コ ーピ ン グ が な され る。

自然環境 を保全す るた め に は，開発行為自体の 立地選定の 段

の り面 にお ける 白然回 復緑化の 共 本的な 考え 方の と りま とめ 　5］3

階 で 施工 対象地周辺の 環境特性 を把握 し，開発の あ り方に つ

い て 十分な検討を行 うこ とが求め られ る 。 目然回復緑化 を行

お うとす る 場合，生 物多様ド1の 確保 と保全を図る た め の 植物，

動物，生 態系，お よ び 人 と自然との ふ れ あい の 場と して の 景

観 に 関す る 自然 環 境 要 素が 重 要 とな るが，こ れ らに加えて M

地条件や 気象条件等が 複合的 に 関係 して くる。また，の り面

の 安定性確保 と 自然 環境 の 再 生 や 生 物多様性 の 保全 との 両 立

が 求 め られ る。そ の ため，環境 アセ ス メ ン トにお い て は，総

合的な視点 で 調査 ， 予測 ， 評価を行い ，現場 に 適す る ミ テ ィ

ゲー
シ ョ ン 手法 を検討す る必 要が あ る こ と は もち ろ ん の こ

と，事業が 完成 した後 に もモ ニ タ リ ン グ を 大 施して 次の アセ

ス メ ン トに フ ィ
ードバ ッ ク して い くこ とが 求め られ る 。

　「提言」 で は，生物多様性保全 に 配慮 した緑化を行うた め

に，1）緑化植物導入 の 地 域 生 態系影耄評価，2）　i’地 ポ テ

ン シ ャ ル 評価と緑化 H 標の 適切 な設定 ， 3）計画目標 とその

時間設定が必要 で ある と辻べ られ て い る 。

7．2　環境区分 の 設定

　自然 回復緑化に お け る 「環境区分」と は，「忙ゴ」にあ る

偉全 レ ベ ル，施 工 対象地 に 残 され て い る 自然 の 状態を表す

「植 生 自然度」
L’，「自然公園法 に も とつ く国立 公園内の 地域

区分」等の 既存の 指標を参考と して ク ラ ス 分け す る もの で，

各 ク ラス に対応 した緑化 工 を検討す る上 で基木 となる もの で

あ る 。 本 と りま とめ で は，1980 年 1 環境庁が設けた 自然公

園 内の の り面緑化基準　等も参考に した。環境区分設定の 目

安と留意点 につ い て 表一1 に示す・
J

　 表一1 は大 まか な目安 で あ り，植生 自然度の 比較的低い 里

山地域 や，農地化や都市化が 進 ん だ地 域 で も貴重 な植物群 落

が 生育す る こ とも多 く，個 々 の 事業 ご とに地 域 の 自然 生 態系

の 状態や ，地域 に と っ て の 自然生 態系 の 社会的 ・文化的位置

付 け 等 を詳細 に調査 した うえ で 環境 区分 を設定す る必 要が あ

る。表一1 に記 した 自然公 園 法の 区分 や植 生 自然 度 な どの 指

標 は，あ くまで 環境区分 を設定す る 際 の 指標 の 例 と して あ

げ た もの で あ り，こ れ らに加 え，地 域 住民 の 要望，地 域 鬥を

持 つ 植物材料 な どの 供給形態 ， 目標とす る植物群 洛の 回復 に

要す る期間 と経費的な面等 も考慮す る こ とが 望 ましい と考え

られ る。

　なお，下 記の 環境区分 の うち ， 環境区分 1 〜環境区分 3
は 「提言」にある保全 レ ベ ル と完全 に は

一
致 して い ない が，

こ れ は遺伝子 の 自然流 動範囲が 明確 に なっ て い る種が ほ とん

どない こ と，植物 の 種類や 自生地の 立地 環境な どに よっ て種
レ ベ ル 以 ドの 共通す る個体群 の 広が りが異なる こ と，現時点

で 環境区分を よ り細分化す る と混乱 を招 く可能性があ る こ

と，「提言」 の 保全 レ ベ ル が 法制度の 地 域区分 と必 ずし も

致 し ない こ とな どか ら幅 を持 たせ た こ とに よる 。

　また，大規模な土砂災害時等 に早期緑化が求め られ る場今

に は ， 自然 回復緑化 の 考 え方 を導入 す る こ とが 不可能な状況

もあ り得 る と考えられる 。

（1＞環境 区 分 1

　 こ の 地域 は，「提言」で い う遺伝 了構 成保存地 戎〜系統保

全地域 に あた り， 学術⊥ 重 要 と認め られ，厳重な保護を要す
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表一1　自然 回 復緑 化の た め の 環 境 区分 と留 意 点 （案 ）

環境 区分 【環境 区分 1】

環境区分

設定の め や す

【環境 Lx：彡♪2】 【環 境区分 3】 【環 境 区分 4 】
・提 言 の 遺 伝 子 保 存 地 域，あ

る い は 系統 保 全地域 に相 当

す る 地域

・自然 公 園の 特 別保 護地 区．第
1種特別地 域，あ る い は そ れ

に 相 当 す る 地域

・極相植物群落，あ る い は そ

れ に 近 い 植 物群 落 の 地 域

・植生 自然度 が 9，10 相 当 の 地

域

・貴重種 ・重 要種の 生 育 地域
・学 術 上 の 観 点 か ら重 要 と認

め られ る地域

・提 言 の 系 統 保 全 地 域，あ る

い は種 保 全 地 域 に 柑当 す る

地 域

・自然公 園 の 第2 種，第 3 種特

別 地域，あ る い は それ に相 当

す る 地 域

・自然 林 ， あ る い は そ れ に 近

い
一．次 林地 域 ，二 次 草 原地 域

・植 生 自然 度が 8 相 当の 地域

・環 境 区 分 1 と 近 接 し て い る

地域

・早 急 な 復旧 が 求め ら れ る 自

然 公 園 内 の 大 規 模 災 害 被 災

地

・提 言 の 種 保 全 地 域，あ る い

は 移入 種保全 地 域に 相当す

る 地域
・
自然公 園 の 普通 地 域，あ る

い は それ に 柑当す る 地域
・
二 次 林，二 次 草 原，人 工 造

林 地域

・植 生 白然度 が 6，7 相 当の 地

域

人 為 的 攪 乱 を 大 き く受 け て

い る 自然林 地域

・早 急 な復 IHが 求 め ら れ る 自

然 公 園 以 外 の 大 規模 災害被

災 地

・提 言の 移 入 種管理 地

域 に 相 当す る地域
・
市街地，農耕地，牧

草：地
・人工 的景観造成が 求

め られ る地域
・
植生 自然度が 1〜5

相 当の 地 域
・
侵食防止 を 目II勺とす

る場 合

初期 緑 化 目標

【地 域 性 系 統 の み に よ る 自然

网復】

・5 〜20年で 地域 性系統の み

の 植 物 群 落 を造 成 ・
圓 復 す

る 。

・自然 回復 に 時聞 を要 して も

許容する。

【地域 性 系統〜自生種 （地 域 区

分 内） を主 体 と す る 自然 回

復 】
・5 〜10年で 地域 性系統〜自

生 種 （地域 区 分 内 ） が ギ 体

の 植物群落を造 成 ・回 復す

る。

【地域 性 系統〜自生種 （国 内 ）　【自生 種や 移 入 種 に

を主体 とす る 白然 回復】　　　 よる景観 の 回復】

・当該 地域 の 地域 性系統 の 植

物 材
．
料 の み を用 い る。

・
採取 地 は，施工 対象地 の 市

町村 レベ ル の 自治体 区分，も
し くは森林帯 を同 じ くす る

同
一

河 川 の 流域 区 分 内 と す

る。

・
当該地 域 の 地 域性系統の 植

物 材 料 を用 い る こ と が 望 ま

　しい が，特別な制約が ない 場

合 は 自生 種 （地 域 区 分 内 ）

の 植物材料 を用 い て もよい 。
・先 駆 樹 種 や 短 命 な 植 物 の 植

物材料 は 自生 種 （国 内）の

範 囲 まで で あ れ ば 用 い て も

よ い が ，環境 区分 1地域 へ の

逸 脱 の 危 険 性 等が な い こ と

・3 〜5 年で 地域性 系 統〜自生

種 （国 内）が 主 体 の 植 物 群

落を造 成 ・回復す る 。

導入植物

を確認す る。

・1 〜3 年 で 良 好 な 景

観造 成が 可 能 な植 物

群落 を造 成 ・呵復す

る、、

・
当該地 域 の 地 域性系統

〜
自

生 種 〔地域 区分 内〉の 植 物材

料 を用 い る こ とが 望 ま しい

が，特 別 な 制 約 が な い 場 合

は 自生種 （国 内）の 植物材料

まで の 範 囲で 用い て も よ い 。
・
場所に よ り，自生種 〔国外），
移 入 種 （外 来 聴本 等 ｝ を 用

い て もよ い が ，環境 区 分 1 〜

2 地域 へ の 逸 脱 の 危険 性 等

が な い こ とを確認 す る、

・
自生 種 （国内） まで

の 範 囲 の 植物 材 料 を

用い る こ とが 望 ま し

い が，特 別 な制約 が

な い 場合 は 自生 種

（国外 ），移 人種 の 植

物材 料を用 い て もよ

い ／t

・種 子 ・さ し穏 ・苗 木 （山引 き苗 ・育成 曲） な ど，植 物 材 料の 採 取 地 ・生産 地 〔育成地 ）が 明確 な もの を用 い る 。

施 11方法

・植物材料の 生 産 計画 を立 案

す る。
・植物材料の 生 産 が 困 難 な場

合 は植 生 誘 導 1：や 埋 土 種子

混在表土 の 利用を検討する c

・使 用 材 料 に つ い て は ，周 辺

環境や 生 態系等 に 与え る 影

響 を 票前 に 評価 ・検討 す る。
・
あ る 程度施工 や 管理 の コ ス

　トが か か っ て も質 を重 視 す

る，、

・植 物 材 料 の 入手 計 画 を立 案

す る、
・植 物 材 料 の 入 手 が 困 難 な場

合 は 植 生 誘導工 や 埋 上 種 子

混在表上 の 利用を検討す る．
・河 川 や ダ ム 湖 周辺 等で は ，当
該地 域 の 地 域 性系統

〜白生

種 （地 域 区 分 内） 以 外 が 下

流 域 へ 逸 脱 しな い よ う留 意

す る t．
・使 用材 料 に つ い て は，周 辺

環 境 や 生 態 系等 に 与 え る 影

響 を考慮 す る 、、

・河 川 や ダ ム 湖周 辺 等で は，当
該地 域 の 地 域 性 系統〜自生

種 （国 内） 以 外 が ド流 域 へ

逸脱 しない よ う留意する 。

・河川 や ダム 湖周 辺等

で は，当該地域の 地

域 性 系 統 〜自 生 種

（国 内）以 外が 下 流域
へ 逸 脱 しない よ う留

意す る。

植生 管理

・検査 後 も初期 緑化 目標 を達 成 させ る まで 定期 的 に モ ニ タ リ ン グ を実 施 ・記録 す る／t
・モ ニ タ リン グ を もと に ，評価 ・予 測 を 行う。

・
評価

・
予測 に も とづ き，誘 導管理 手 法 を検 討 し実施 す る。

・施 工 後 2 年 間 程度 モ

ニ タ リ ン グ を 実 施

　し，初 期緑 化 目標 の

達 成 状 況 を 確 認 す

る。
・
緑化 目標 と相 違 す る 植物 群 落 に推 移 した場 合 は，早 急 に 誘導管理 手法を検討 し実施する 。

・一ヒ記 の 場 合 は，その 後に 行う周 辺 の 緑化対策に つ い て 再 検討す る。
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る貴重種 ・重要種が 生育 し，極相か それ に近い 植物群落で 構

成されて い る 区域 で ある 。 植生 自然度で は 9，10 に ，自然

公 園で は特別保護地 区，第 1種特別地 域 に相 当す る。環境

区 分 1 の 地 域 は，原 則 的 に 開発 行 為 を 行 っ て は な ら な い 地

域 で ある 。 自然災害など，何 ら か の 理由に よ りの り面が 形成

され て 植生 回復が 必 要 とな っ た場合 は，地 域 性 に対応 した 植

物材料 の 入 乎とハ ビ タ ッ トの 整備 につ い て十分 な配 慮が 必 要

となる 。 特 に，原生 自然環境保全 地域，森林生 態系保護地域，

天然記念物など原生 的な自然を 有 し記念物的な価値の 高い 地

域 ， 学術的な理 由か ら植物の 人為的移動を認め ない 遺伝子構

成保存地域 に該当す る場所で は，緑化 に よる遺伝子 レ ベ ル の

変化 を避けるた め 植物の 導人は一
切認 め ない と なっ て い る こ

とか ら ， 植牛 回復 に必要なハ ビ タ ッ ト整備まで に とどめ る こ

とを原則 とす る 。

　「環境区分 1」で 使用す る植物材料 は，地域性系統 か ら採

取 ・生産され たもの の み とし ， 自生種 （地域区分内） レベ ル

以下や移入種の 植物材料の 導入 は避ける こ と とす る 。 植物材

料の 採取源 は，そ の 学問的根拠が ない こ とか ら様 々 な議論が

ある と思われ るが，そ の 範囲を極力小 さ くした ほ うが よい と

考え られ る こ とか ら，都道府県 よ り下位の 市町村 レ ベ ル ，あ

る い は森林帯 （群落特性）を 同 じ くす る 同
・
河川の 流 域 区分

内，大河川の 場合は流域を流域面積や 地形 に よ り細分 した 流

域 区分内など と定め る こ とが望ましい 。こ の よ うな種苗は
一

般 に流通 しない 特殊 な もの で あ る た め，開発 に 先立 ち 計画的

に採取 ・生産を行う必要がある。また，必要に 応 じ埋上種子

潜在表土 の 活用，植生 誘導工 の 実施など も検討する 、

　「環境区分 1」 に 該当す る地 域 は，
一

般 に多雪地 や 寡雪寒

冷地，風衝地な どの 厳 しい 環境 に立地 す る場合が 多 く，　
・
度

傷つ け た植生 の 図復は 困難で ある 。 また，植物材料 の み なら

ず，緑化基礎工 や植物 生育 基 盤 材 な どハ ビ タ ッ ト整 備 に 関す

る 資材 と施工 方法に 関 して も，特 に地域性に つ い て 考慮 した

総 合 的 な判 断 と計画 ・実 施 お よ び施工 後の 監 視 と管理 が必要

となる。

（2）環境区分 2

　 こ の 地 域 は，「提 言 」 の 系統保全 地域 〜種保全 地域 に 該当

し， 環境区分 1 と近接する 自然林に近 い
．
二次林地 域 で あ る 。

植生 自然度で は 8 に ，自然公園で は 第 2 種 ， 第 3 種特別地

域 に相当す る。「環境区分 2」 の 地域 で は，最終緑化目標と

して 在来の 植物 が優 占す る植物群落 の 回復を 目標 とする が，

自然回 復緑化 の 初期段階 に おい て は遺伝子 レベ ル の 攪乱が 大

きな問題に な らな い と判 断 され た 長命の 植物 は 自生 種 （地域

区分内）まで ，先駆樹種や 短命な植物 で あれ ば自生種 （国内）
の 範囲 まで使用 で き る もの とする 。

　施工 に あた っ て は，植物材料の 採取 ・生産地 が 明 らか な も

の を使用す る。

（3）環境区分 3

　こ の 地域 は
， 「提 言」の 種保 全 地域

〜
移入種管理地域に 該

当し，人為の 影響を強 く受けた二 次林 ・二 次草原 や 人 工 造林
地域 に あた る 。植生自然 度 で は 6，7 に，自然公園で は 普通

地域 に相当す る 。 「環境 区分 3」 の 地域で は，可 能 な 限 り近
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隣地域 で 採取
・生 産され た 自生 種の 植物材料 を利用す る こ と

が望ま しい 。 植物の 種類や 緑化対象地 に よ っ て は自生種 （国

外） や外来草本類 な どの 移人 種の 植物材料 を使用 で きる もの

とす る。

　 施工 に あた っ て は ，植物材料の 採取 ・生 産地が 明 らか なも

の を 使 用す る。

（4）環境区分 4

　 こ の 地域 は，「提言」の 移入種管理地域に 該当し，市街地 ，

農耕地，牧草地な どす で に移人種が 定着 した り，人 工的景観

が多い 地 域 に あ た る。植生自然 度で は 1，2，3，4，5 に相

当する 。 「環境区分 4」 の 地域 で は ， 自生種 （国外）， 外来草

本類等の 移入種 の 植物材料が使用で きる もの とす る が，で き

る だ け 自生種 （国内）レベ ル以 上 の 植物材料 を用い る こ とが

望ましい 。 施 工 に あたっ て は ， 植物材料の 採取 ・生産地が 明

らか なもの を使用す る 。

7．3　初期緑化目標の 設定

7．3．1　初期緑化目標設定 の 考え方

　わ が国の 温暖多雨 とい う気象条件下で は， 特殊な立地条件

の 箇所を 除 き，自然植生 は最終的 に は森林へ と遷移する。し

かし，自然 と同 じ状態 の 植物群落を人為的 な手段に よ り早急

に造成す る こ とは 困難 で ある。自然回復緑化の 役割 は，対象

とす る の り面植生 を最終緑化 目標 に で きる だ け確実 に 速や か

に到達させ る ため，自然の 再生力で あ る植生遷 移の 軌道 一Lに

乗せ る きっ か けづ くりを行うこ とで あ る。こ の き っ か けづ く

りとして，当初造成す る植物群 落が 「初期緑化日標」で ある．

す な わ ち，初期緑 化 目標 で は，最 終 的 に 自然 回 復 を期待す る

周辺植物群落 に 推移す る 可 能性の 高い 目標群落の ヰ構 成種 と

そ の 外観 に よ る タ イ プ を設定す る 。

　初期緑化 目標の 設 定 にあ た っ て は，立 地 条件，コ ス ト （造

成 ・モ ニ タ リ ン グ ・植生 誘導管理 の 程度），入手可能 な 植物

材 料，初 期 緑 化 目標達 成 まで に 費や せ る 時間な どの 諸要因 を

総合的 に考慮 し，個 々 の 事業ご とに定め る こ とが必要 となる 。

初期緑化目標の 設定 は，導入植物の 選定と植物の 生 育場所 と

して の ハ ビ タ ッ トの 造成
・
整備の 前提 となる もの で あ り， 十

分な検討を行うこ とが 必 要 とな る 。 初期緑化目標 とする群落

を，で きる だけ速や かに最終緑化 目標 に到達 させ る た め に は，

自然の 再生 力で ある 植生 遷移系列 ヒの どの ス テ
ー

ジを初期緑

化囗標 に設定する か に よ り最終緑化 目標 に到達する 時間は 大

きく異なる 。

7．3．2　目標群落の 主 構成種 と外観 に よるタイプ

　本 と りまとめ で は ， 個々 の 事業ご とに 定め るべ き初期緑化

目標 と して ，植物群落 の 質的目標を 「目標群落の 主構成種」

で 表 し ， 草本種，先駆樹種，遷移中後期樹種 の 3 つ に類型

化 した 。 また，初期緑化 目標達成まで の 時 間や造 成 さ れ る緑

化景観を考慮 した景観的 凵標 を 「目標群落 の 外観 に よ る タイ

プ」 で 表し，草原 タ イプ，低木林 タイ プ，中高木林 タイ プ の

3 つ に類型化 した。つ ま り，初期緑化 目標 は，目標群落 の 主

構成種 と 目標群落 の 外観 に よ る タ イプ の 組み 合 わせ に よ り示

すこ とに した。自然 回復の た め の 初期緑化 目標 （案） を表一2

に，目標群落 の 主 構成種 で 区分 した 各群落の留意点を以 下に
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表一2 　 自然 回復 の ため の 初 期緑 化 目標 （案 ）

目標群 落の 主構成 種 囗標群 落の 外観に よ る タ イ プ

草 本 種

先駆 樹種

遷 移中後期樹種

草 原 タ イプ

低木林タ イ プ

中高 木林 タイプ

低木林タ イ プ

中高 木林 タイプ

記す 。

（1）草本種主体 の群落

　初期緑化目標群落の 主構成種を草本植物とする もの で ， 目

標群落 の 外観 に よる タイプは，平面的な草原状 の 景観が造成

される こ とか ら 「草原 タ イプ」の み で あ る 。

　「草本種キ 体の 群落」は，周辺 か らの 木本植物の 自然侵 人

が 期待で き，草原状 の 群落を造成 して も速や か に 植生遷移が

進行す る と判断で きる場合で あり，木本植物が侵入定着する

まで の 先駆的な群落 と して位置づ け られ る。早急に木本植物

に よ る植生 回復を要求 され ない よ うな箇所，風化土層が厚 く

形成されて も防災 E問題がない 箇所な どに対 して 適用する 。

　最終緑化 目標 と して 森林へ の 植牛遷 移 を期待する場合に

は，風散布種子型 や 鳥散布種子型の 木本植物の 定着 に よる先

駆樹種 の 植生 回復 が効率的に行える こ とが 重要 となる 。 こ れ

らの 定着 を促すた め に は，種了の 供給源 とな る森林が の り面

に 近接 して 存在 して い る こ とが 前提 とな り，鳥散布種子 型の

木本植物の 定着を促すた め に は，！トまり木や 食餌木 とな る 低

木類 の 点在が 必要 と なる 。

　ま た，自然 度 の 高 い 地域 の うち，高標高地 や 尾 根周 辺 の 風

衝 地 ， 排水不良箇所 や 多雪地帯 の 吹 きだ ま り箇所 な どで は，

高山植物群落や 風衝 地 草原，湿性植物群 落 の 復元 が 要 求 され

る場合 も考 え られ る。こ の ような箇所は ， 立地条件が 厳 し く

植物材料 の 入手も容易で なく，技術的 に 判断が 難 しい 問題 も

残されて おり，初期緑化 目標達成まで の 期間や経費を予測す

る こ とが 難 しい
。

こ の よ うな立 地条件 ドで は ， 基本的に の り

面が 形成 さ れ る よ うな上木工 爭は避けるべ きで ある 。

（2）先駆樹種主体 の 群落

　初期緑化 目標群 落の 主構成種を 「先駆樹種」とす る もの で，

目標群落 の 外観 に よ る タ イプ に は，樹高 2 〜3m 程度 の

ブ ッ シ ュ 状 となる 「低木林 タイ プ」 と，そ れ よ り樹 高が 高く

な る樹種 を含 ん だ 「中高木林 タ イ プ」 の 2 タ イプ に分け る

こ とが で きる、

　「先駆樹種」 は，早期 に先駆 的 な 木本群落を造成 して 鳥類

な どの 小動物の 生息環境を整え，鳥散布種子型 の 木本植物 に

よ り，早い 植生 遷 移の 進 行 を図 る場合な どに 主構成種として

選定す る。また，の り面防災上 の 観点か らは，風化一L層が 発

達す る部位 な ど に木本植物を定着 させ ， 根系 に よ る土壌緊縛

力 に よ るの り面保護効果の 向上 を図 りた い 場合，草本群 落 の

成立 後 に木本植物の 速や か な侵 入 が 期待で きない 場合，すな

わ ちの り面周辺 に種子の 供給源が 期待で きな い 場合 な どに選

定す る 。

　 「低木林 タ イプ 」 は，地山が 硬質で 勾配 が 急 な場 合，節理

間隔 が 大 きい 場合な ど，植物の 生 育が 制約 を受ける 場合に 適

用 す る。こ の タイ プ は適用 され るケース が最 も多 く，低 木 を

主 体 とす る 先駆的な木本群落を造成 した 後 ， 低木林の まま群

落 を維 持 す る特殊 な場合 を除 き，植生 遷移 に よ り中高木林へ

の 推移を期待する もの で あ る。低木を主体とす る群落は，比

較的短期間で 鳥類 の 生 息空 間と して 利用され る こ とが 確か め

られ て お り，積極的に 食餌木など を導入して 鳥散布種子型の

木本植物に よる植生 の 回復を図 る こ とが 望 ま しい 。

　「中高木林 タ イプ」 は，低木林 タ イプ を選定する場合 よ り

もの り面勾配が緩 く，節理間隔，地 lllの 風化度合 い などの 立

地 条件が 良好な場合な どに適用 す る。

　 目標群落の 外観に よる タ イプ を選定する場合に は以
一
ドの 点

に留意す る 、、

　   切 土 の り面の よ うな硬質基盤 で は ， 高木性樹木に 分類

され る ような種で も樹高は低 く抑えられる こ とが知られて い

る 。 した が っ て ，目標群落の タイ プ は，「低木性樹木」，「中

和性樹木」，「高木性樹木」 の よ うな生育適地で の 最大樹高 に

よる 区分の み に よ っ て 選定す る こ と なく，施工 対象 となるの

り面の 立 地 条件や 気象条件 な どに応 じて 選定する こ とが 重要

で ある。

　   従来多用 されて きた ヤマ ハ ギ，イタチ ハ ギ，コ マ ツ ナ

ギ な どの マ メ科低木類ギ 体の 群落 も低木林タ イプ の
一
種で あ

るが ，高密度 に成 疏させ る と短期間で 樹冠がうっ 閉した植物

群落が造成 され，植生 遷移を停滞 させ る 場合が ある の で，で

きる だ け多くの 種類 の 植物を 用 い る とと もに．成立密度を疎

とす る こ とが 重要 なポ イ ン トとな る。こ の 点は，マ メ科低木

類 だ けで なく，種問競争に 強い 植物 （例 え ば，カ ン パ ・
ハ ン

ノ キ 類 や ヤ マ ハ ゼ ・
ヌ ル デ な ど） を用 い る場 合 で も同 様の 注

意が 必 要 で ある。

　   播種 工 の 場合は，使用植物 に 応 じた適 切 な種子 配 合 設

計 を行 う こ とが 必 要 とな る。木 本植 物 を用 い た 植生回 復を行

う場合 は ， 施工 当初導入植物が 定着 して も成長が 緩 1曼なた め

に 遠景 で は裸 地状 に 見え，施工 か ら 1〜3 年程 度 は疎 な植 生

の 状態の まま推移す る こ とが多い こ とか ら，裸地 状の 景観が

持続す る こ と を許容す る 必要が ある 。 こ の 場合，耐侵食性 に

優れた植物生 育基盤 を造成す る こ とが 基 本 とな る、，

（3）遷 移中後期樹種主体 の 群落

　初期緑化目標群落の 主構成種を 「遷移中後期樹種」 とする

もの で ，日標群落の タ イプ は，先駆樹種主体の 群落 と 同様に

「低 木林 タ イプ」 と， そ れ よ り樹高 が 高くなる 「中高木林 タ

イプ」 の 2 つ に分ける こ とが で きる。

　 「遷 移中 後期樹種」 は，先駆的な木本群落を造成 した 場合

よ りもさらに 植生 遷 移 を短縮 したい 場合，早期に周 辺 植生 と

景 観的 に調和す る植物群落を造成して 環境保全 を 図る場合，

短期間で 周辺 の 自然林か ら ドン グ リ類 な ど重力散布種了
・
型や

動物散布種子型の 木本植物の 自然侵入が 期待で きな い の り面

に 対 し，ナラ 類 や シ イ ・カ シ類 な ど を含む植生の 回復を行お

うとす る場合などに，主構成種 と して 選定す る 。
こ の 場合，

遷移中後期樹種 を先駆樹種と混 生 させ る こ とに よ り，遷移中

後期樹種の 生育環境 の 改善，周辺植生 との 景観的調和，植 生
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遷移 の 促進など を図 る こ とが で きる。

　先駆樹種 と同様 に，立 地条件 な どに応 じて 施工 対象地に 適

する目標群落の タ イ プ を選定する。留意点 は 「先駆樹種主 体

の 群落」 と同様で あ る。

7．3．3 初期緑化 目標 の 組 み 合 わ せ に よ る 切 土 の り 面 の 緑

　　　 化計画例

　初期緑化 目標 に応 じた切土計画がなされ て い る場合 は，の

り面全面を同
．一・

の 初期緑化目標 とす る こ とが で きるが ， 急勾

配で 計画 され た切 土 の り面に対 し 自然回復緑化を計画す る場

合 に は ，
の り面勾配 や 部位 に よ りの り面 を ゾーニ ン グ して，

初期緑化 目標 を組 み 合わせ る こ と に よ っ て 自然回復を促進す

る こ とが で きる。

　例えば，地山が硬質の た め急勾配 と なるの り面下段部に は

「草本種 を 主構成種とす る草原 タ イ プ」を ， 風化が 進 み比較

的軟質とな るの り面 陪 1〜，お よ び表十が形成されや すい の り

肩部 に は「遷移中後期樹種を主 構成種 とする 中高木林 タ イプ1
を，の り面中央部に は 「先駆樹種を主構成種とす る低木林 タ

イプ」を組み 合わせ た ゾー
ニ ン グ を行うと，の り尻 よ りの り

面一ヒ部に 向かうにつ れ て 樹高が連続的に増加 して 周辺 植生 で

あ る 森林 と連続性 の あ る植生群落 を形成す る こ とが で きる

（図6 ）。

　 こ の よ うなゾー
ニ ン グ に よ り，の り面一L部 ・

周辺 部 は導人

樹木の 成長 が 速 く，マ ン ト・
ソ デ群落としての 機能を付与す

る こ とが で き，周 辺 植生の 保全機能 と して も優れ た もの に な

る 。 また，の り面中央部 を比 較的疎 な低木林とす る と，風散

布
・鳥 散布 種 子 型 の 木 本 植 物 の 定着が容 易 とな り，多様性 に

富 む植生の 早期 回復が 期待で きる 。

　 初期緑化 目標 を適 宜 組み 含わ せ る こ とに よ り，ひ とつ の の

り面 に対 しの り面 部 位 や 地 山の 状 況 に応 じた植生 の 回復を行

うこ とが 可能 となる 。 い ずれ の 初期緑化目標 を選定す る に し

て も，導 入植生 が 単純 な構造 の
一斉 林 や 過密 な群 落 とな らな

い よう， で きるだけ多様 な植物が 適正な密度で 混生 す る 植物

樹 r』
．
1 の連 続性 （泉観 の保 全 ｝

、，　 へ

図一5 緑 化 目標 の 外観 に よ る タ イ プの 組み 合 わせ 例
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群落 を形成す る こ とが 望ま しい 。

8．設計段階

8．1　土 工 計画 立案へ の 関与

　従来の 計画
・
設計 で は，の り面 緑化 に先 立 ち土：

．
「計画が 独

自に 行 わ れ て きた。自然回復緑化 の 主 目的で あ る生物多様性

を考慮 した 自然生態系の 回復 を 図 る に は，目標 とす る植物 が

生 育可能な ハ ビ タ ッ トの 整 備が重要 な 問題 となる 。 その た め

に は，緑化工 に 関する専 門 的知識 を 土工 計画段階か ら生 か す

必 要が あ る 。

　土工 計画で は，計画段階で 設定され た緑化 目標 を達成させ

る ため に，植物導入，自然回 復を考慮して 切 土勾配などの 、ヒ

地条件を設定す る こ とが求め られ，あわ せ て 初期緑化目標 と

す る植物群落の 造成
・
誘導方法や初期緑化目標が 達成で きる

まで の 時間な ど を含め た 総合的な検討が必要 となる 。 計画段

階 で設定 され た緑化目標の 達成が困難で あ る と判断され る場

合 に は，土工 計画その もの の 見直 し を行 うこ と も必 要 とな

る 。

　実際の 自然 回復緑化で は，計画段階で 自然回復を考慮 した

土工 計画を立案す る ケ
ー

ス と，従来の
一
般 的 な設定手法に よ

る土 工 計画 を行っ た後に，造成 され た の り面 に対 して 自然 回

復緑化 を検討する ケ
ー

ス の 2 つ が想定され る。 前者の 場合

は，比較的高度な自然回復緑化 を行うこ とが 可能とな る。後

者の 場合は，の り面 の 状態が 植物 の 生育 に とっ て厳 しい 場合

が 多 く，自然回復 に 至る まで に 多くの 時問が必要 となる 。

　例えば，周辺環境 が森林 で あり，初期緑化 目標と して 同様

な 植物群落の 造 成を設定 し，比較的短期間で その 目標を達成

しよ うと した場 合 ，

一
般 に の り面 は 急勾配 に 計画 さ れ る こ と

が 多く，結果的に 目標群落の 造成が 困難 と な る こ とが多い ．

こ の よ うな 場合 は，切 土 勾 配 を緩 や か に す る な どの 土工 計 画

の 見 直 しが 必 要 とな る。また ，の り尻部を擁壁構造 とする こ

とに よ っ て の り面造成面積 を減少 させ る 手法，また は 切 十 を

全 面的 に見 直 して橋 梁 や トン ネル とす る 手法な ど，±．T．量 や

の り面の 造成面積を低減 させ る 手法 を用い ，自然の 改変量そ

の もの を小 さ くする な どの 総 合的 な 検討 も必 要 とな る。

8．2　立 地 条件の詳細調査

　 計画段階 に設定 した 初期 ・最終緑化目標を達成させ る た め

に ，立地条件 に 関す る 詳細な調 査 を行 い ，使用植物や ハ ビ

タ ッ ト造 成 に関す る資料を収集し， 設計に 反 映 させ る こ とが

重要 となる 。

　 こ れ まで多用 され て きた 外来草本類や マ メ 科低木類 な どの

緑化植物は発芽率が 高く，

一一
斉に 発芽 し ， 初期成長が 速 く，

立地条件 に対す る適用性の 幅 も広い た め，の り面を急速 に緑

化
・被 覆 し侵 食1伽 Lを図 る に は都合の よい もの で あ っ た。し

か し，自然生 態系を回復 した り，生 物多様性を保全す る た め

に用 い る地 域 固有の 系統 を持 っ た 自生種 は
一

般的 に発芽の バ

ラツ キが大 きく，初期成長が遅 く，立 地条件を選ぶ な ど，の

り而 緑化 に用 い る に は扱 い に くい 性質を持つ もの が多い 。こ

の た め，立 地環境，微地形
・
微気象，地質，十 壌硬度，地盤

状況 ， 水分環境 な ど植物の 生育 に関 わ る立地 条件の 調 査を行
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い ，こ れ ら の 特徴を総 合 的 に把 握 す る こ とが 大 切で ある 、、
8．3　導入植物の市場調査

　導入植物 の 市場調 査 は，実 施段 階 で 植物材料の 調達困難を

理 由とす る 緑化 目標や 使用 植物の 安易 な変 更 を防 ILす る た め

に，非 常 に重 要 な 事項で あ る 。 市場調査で 導人予定植物 の 調

達可 能量を把握 し，前 もっ て 採種
・
育苗等の 計画を立 案 ， 実

行 して ，実施段階 にお け る混乱 を生 じな い よ うに 万全を期す

必 要 が あ る。

　従来の 緑化工 で は，その 主 た る 目的が侵食防 LE．などの の り

面保護 に あ っ た の で
， 侵食防 止効果を 有する代替種へ の 変更

は 容易で あ り，特 に 大きな混乱は 生 じなか っ た．しか し，自

然回復緑化 を行う場合は，施工 段階に おける安易な使用 植物

の 変更は 基本とな る 初期 ・
最終緑化 目標 の 見直しに つ なが る

た め，慎重な対応が求め られ る。

　地域性系統を導人する場合は，計画段階にお い て そ の 植物

材料の 調達計画 を立案し，採種や 育苗な ど を計画的 に行 い ，

施工 時 の 十分な植物材料 の 供給を可 能 に し な け れ ば な らな

い o

　自生種 （地 域 区分内）を導入す る場合 は，地域性系統 よ り

も広 い 地域から植物材料を入手で きる の で ，設計段 階 で 植物

材料 の 市場調査 を 行う。 自生 種 （地域区分内） は地域性系統

と異な り，植物材料が若干 は採取
・生 産 され て い る が ，その

供給量は少ない の で ， 初期緑化 目標を達成 させ る こ とが で き

る 種類，お よ び数量 に 関す る 市場性 につ い て 調 査 を行い ，入

手可 能 な導人植物を選定して ，設計 の 際 の 検討資料 とす る、、

必 要とす る種類 ・量 の 入 手が 困難 な場 合 は，採種 や 育苗な ど

を行 うこ とが 必要 と なる 。

8．4　導入 植 物 選 定上 の 留意点

　自然 回復緑化を実施す る上 で 考慮 しなけ れ ば な らな い 問 題

の 1 つ は，導入す る 植物 の 選定で あ る 。 先 に 述べ た 環境区

分 に対 応 す る導入 可 能 な植 物 材 料 を表B に示す。

　導入植物 は
， 計画段階に決定 され た 初期緑化 目標を 達成す

る こ とが 可能な種類 を選定す る 。 こ れ に は
， 計画段階に お け

る 詳細調査 が 重 要で あり，その 結果 に もとづ き，設計段階で

導入植物 の 組み 合 わ せ や 成 立密度 な ど に関 す る検討を 行 う。

　初期緑化 目標 の 達成時間を長期 に 設定で きる 場合 は，発

芽 ・成長 に時間の か か る地 域 性系統の 導入 や，無播種 の 植物

生育基盤を造成 し，周辺植生か らの 自然侵入を待ち受 け る植

生 誘導工 な どの 適用 も可能 と なるなど，緑化 目標 に応 じた ゆ

と りあ る 自然回復手法が実施 で き る。初期緑化 目標を比較的

短期間で 達成 しなければならない 場合は．の り面等の や せ 地

で も生育可能な先駆樹種を活用し，必要に応 じて遷移中後期

樹種を併用し，初期緑化 目標の 達 成 を確実なもの とす る必要

が あ る 。

　なお ， 地域性系統は これ まで 導入植物 と して ほ とん ど利用

されて い ない ため，地域 ご とに異な る発芽特性，生 育特性，
立 地 に対す る要求度などの デ

ー
タが十分整備 され て お らず，

導入植物 として使用 した 場合は確実性 に劣 る こ とが考えられ

る 。 こ の 点を十分 に考慮 した ヒで地 域性系統の 選定 ・導入を

行うこ とが必 要で あ る 。 こ の 課題を解決する に は，緑化事業，
調査 ・研究 の 関係者すべ て が必 要なデ

ータの 収集 と整備 に協

力し合うこ とが重要で ある。

8．5　緑化基礎 工 ・植生工 の 設計 （ハ ビタ ッ トの整備）

　従来，の り面緑化工 で は，実施設計段階で 緑化目標を決定

し，導入植物の 選定がなされ て い た。しか し，地域性系統 な

ど，よ り地 域 固有の 系統を持つ 植物を導入する に は，計画段

階で 初期緑化 目標を設定 し，こ の 初期目標群 落を達成させ る

こ とが で きる 植物生育基盤の 造成方法 な ど，ハ ビ タ ッ トの 整

備方法につ い て 検討 し，設計段階で 具体的な緑化工 法 の 選定

を行 う必 要 が あ る。

　緑化基 礎工 ・植生 工 の 設計に は，造成 され た の り面 に新 た

なハ ビ タ ッ トの 造 成 を図る観点が 必 要で あ り，緑化 目標 に 応

じた導 入植物の 選 定 を行 い ，そ の 達 成 時間 を考慮 した上 で 播

種工 ・植栽工 などの 導入形態 ・方法を選定 し．そ れ に合 わせ

た植 物 生 育基 盤 な ど，ハ ビ タ ッ ト整 備方法の 検討 を行う。

　植物 の 定着 ・成長 は立 地 条作に対 す る植物の 反 応 で あ り，
両 者の バ ラ ン ス に つ い て 考慮す る こ とが 大切で ある。適正 な

ハ ビ タ ッ トの 造成，す な わ ち植物生 育基盤 の 質
・
量 （厚さ）

な どが 導入植物 の 生 育条件 と合致 して い れ ば速 や か に 成長

し，低い 水準で あれば成長 は劣 り，生存の 限界を ド回 る と枯

死 す る。植物生育基 盤 の 量 （厚 さ） は，初期緑化 目標や植物

の 導人形態に よ り異なり，種了や 小苗は 比較的薄 くて も導入

で き るが，大苗
・
成木を植栽す る場合に は，厚い 植物生育基

盤の 造成が 必 要とな る。したが っ て，初期緑化 日標 に示 され

た植物群落や 目標達成時間に よ っ て ，植物生育基盤の 質 ・量

な ど ，
ハ ビ タ ッ トの 整備方法 を決定しな くて は な らない 。

表一3　環境区分に 対応する 導入 可 能な植物材料 （案）

導人植物の 分 類
＊ 1

地域 性系統
＊ 1

　　　　　　　 地域 区分内
＊ 2

自生種 移 入種

国内 国外 国内 ・国外

環境 区分
’ 11234

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

△

◎

◎

△

0
△

○

市場 性
　 な し

採取計画

ほ とん どな し

　採取計画

一・
部市販

市場
．
調 杏

・
部市販

市場調 査
般 流 通

凡例 　◎ ：導入 に 適す る　○ ：導 入 可 能　△ ：場 合 に よ っ て 可 能　・．：導 入不 凵∫
＊1

実 際 に は，事 業 ご とに環 境 区分 とそ れ に 対応 す る 導 入 可 能 な 植物 材 料 の 検 討が 必 要 n

’ 2
実際に は，事業 ご と に地域性系統 お よ び 白生 種 （地 域区分 内） の 地 域 区分 の 検討が 必 要 。
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　また，地 域性系統の 導入 で は，地域性を重視して 植物材料

の 入予範囲 を狭め る ほ ど入手で きる種類，量 と もに 減少する 。

したが っ て，出取 り苗や 根株の 移植，さし木，埋幹 ・埋楓

埋土種子潜在表 十 の 利用など，従来の 播種 ・植栽に加えて ，

現地 で 対応 可 能 な手 段 をで きる だ け 検討す る こ とが 重要で あ

る。地域 の 植物材料 を生 か す手段 を検討す る こ とで ，自然 回

復緑化が 可 能に な る。

　 さ らに，植生誘導工 の 適用も選択肢 の
一

つ となる 。 こ れ は，

植物生 育基盤な どハ ビ タ ッ トの 整備 の み を行 い ，周 辺 か ら風

に よ り飛来 す る種子 や鳥 な どに よ り運 ば れ る種子 の 定着 ・成

長を期待す る もの で ある 。
ハ ビ タ ッ ト造成の た め の 緑化基 礎

工 や 植生 工 の 選定は，植物材料の 選 定 と合 わせ て ，総 合 的 な

観点 か ら行うこ とが 必 要 とな る。

　 こ れ まで の 自然 回 復の イメ
ージは ，潜在自然植生 な ど遷移

の 最終 ス テ
ージ に出現す る遷移後期樹種 （極相種） に よる森

林 の 回復を 日標 とす る場合が多か っ た。特に ， 急勾配 かつ 硬

質な立地条件の 切土の り面に対 して，潜在自然植生 や気候的

極相を構成す る植物 を導人す る に は 慎重 で な けれ ば な ら な

い 。極相種が優 占す る植物群落を早期 に回 復する に は ， 膨大

な量の 客土とこ れを恒久的に安定させ る補助 工 を併用 しなけ

れ ば実現 は困難で あ る、，

9．実施段階

9．1 施工

　施工 は，設計図書 ・仕様書な どに もと．つ い て 入念 に 行わ な

くて は な らない 。特 に 自然回復緑化 を行う場合に は，緑化工

の 目的が緑化目標 に設定 した植物群落を造成する ため の ハ ビ

タ ッ トの 整備で あ る とい うこ とを念頭 に 置き，生 き物 で ある

植物を材料と して 用 い て い る こ とに留意す る必 要が あ る。

　導入植物 に対す る材料検査は施工 対象地の 環境区分に かか

わ らず入念 に行うこ とが求 め られ る 。 種子は，採取地お よび

採取時期が 明 らか なもの を使用 し，発芽率などに つ い て検査

を行 う。また，苗木 は，苗木 の 生 産地お よび 生 産方法 （苗木

生産 の た め の 種子や さ し穂な ど繁殖材
．
料 の 種類 とそ の 採取

地，育成 した場所 などの 素性）が 明 らか なもの を使用 し，根

系状態，樹勢な どを検査す る 。 こ の ほ か，直ざし用 の さ し穂，

根株，地 ド茎 な ど植物材料の 多くは，長期間放置 して お くと

乾燥な どに よ り枯損 しやす くな る ため ，迅 速な搬 入検査 と施

工 が 大切 で あ る。

　ま た，容易 に溶脱 して し ま う肥 料 を多量 に 使 用 す る と，周

辺植生 へ 影響 を与 えた り河川 ・湖沼へ の 流入に よ る 富栄養化

の 原 因 とな るお そ れ が あ るの で，特 に即 効性 の 肥 料 を用 い る

場合 は ，周辺環境 や 生態系に 与える 影響を事前に 評価 ・検討

す る必 要が あ る。た だ し，現 在 の とこ ろ 統
一

的 な 評価手法は

見当た らない の で 適宜に 判断 しなけ れ ば な らな い 。
9．2　竣工 検査

　竣工 検査 は，設計仕様 ・図書 に もとつ い て 適 IE な施工 を実

施 し，成 果品 を納 入 した こ と を確 認 す る た め に実 施 され る。
．．
般 の ⊥ 木工事の 場合，完成 した と きが 最も機能を発揮す る

もの で あ り，長 さ ・量 ・強 度 な どの 数字 に よ り管 理 され る、

の り面 に お け る 自然 図復緑化の 基本的 な考 え方の とりまとめ 519

しか し，自然同復緑化 は，自然 を 回復す る ため の 「きっ か け

づ くり」 で ある こ とか ら，施 1
．
：完了後，長期間をかけて機能

が向上 し，目標とす る植物群落が 実現されて い くもの で あ る 。

こ の ため，自然条件 の 中で 自然回復 させ る た め の 条件整備，

すなわ ちハ ビ タ ッ トが 整備 さ れ て い る こ とを確認す る観点 か

ら検査が 行わ れ る。したが っ て，竣工 検査 で は一
般 十工 と同

様に 設計仕様に もとつ い た 出来形確認が な さ れ る。初期緑化

目標 を低木林タ イプ ・中 高木林 タイ プとす る場合 は，疎な植

生 状 態 とす る こ とが 自然回復を図る Eで 重要 で あ り，検査時

に疎な植生 で あっ て も再施工 が必要 とは な らな い 。

　検査 後は，の り面植 生 管理段 階 に お け る モ ニ タ リ ン グ （追

跡 調 査）に よる 監視 を行う。施工 後 の 導人 植物 の 活着 ・生育

状況 は で きる だ け長期に わ た っ て 行 い ，その 結果を フ ィ
ード

バ ッ ク し，初期緑化 目標 を達成 させ る た め に 必 要 とな る 植 生

誘導管理 を行う。

10．管理段階

10．1　管理 の種類

　本 とりまとめ で は ， 施工 後の 管理段階として 「植生誘導管

理」 と 「監視的管理 （順応的
・
適応的管理）」 の 2 段階に 区

分 した。つ ま り，初期緑化 目標へ 誘導する とい う明確な 目標

を持 っ て 行う植生誘導管理と， 初期緑化 目標を達成 した後 の ，
ハ ビ タ ッ トの 持つ ポ テ ン シ ャ ル に した が っ た 自然の N生 力に

よる植生 回復を見守る とい う監視的管理 （順応的 ・適応的管

理〉で ある 。 い ずれ も，モ ニ タ リン グに よ っ て ，植生や 生育

基 盤 状況 を把握 した 上 で管理 方法 を検討す る 。

　また，植生管理を行 っ た結果に 関す る情報は 元 的 に管理

し，デ
ータの 蓄積を図 り，統

．・
的なモ ニ タ リン グ方法

・
植生

誘導管理 工 の マ ニ ュ ア ル を作成する 必 要が あ る 。
マ ニ ュ ア ル

に よっ て，同様の 立地条件 に対する 自然回 復緑化を効率的 に

行 うこ とが 口∫能 となる 。

10．2　植生誘導管理

　植生誘導管理はモ ニ タ リ ン グに よ っ て 得 られ た結果をもと

に，初期緑化 H標 とす る 植物群落へ 速や か に 移行す る こ とが

困難 と判断 され る場合 に実施 され る。成立 す る植物が 不足 す

る場合 に はそ れ を補 う。ク ズ な ど強 い 被圧 力 を持っ た 植物な

どが 侵入 した 場合や ，単
一

な植生 と なっ て い る 場合 は，こ れ

を取 り除 くな どの 手 当て が 必 要 とな る。こ の 場合 に 注 意 す る

の は，周辺植生 か らの 侵入植物に 対 して ，そ の 定着を促 して

育 成 す る 姿勢で 対処 す る こ とで あ る。導 入 した植物群落が

うっ 閉 した 状態 とな る と，そ の 後の 周 辺 植生 か らの 侵 入 植 物

の 定着が 阻害 され る こ とが ある 0）で
， 景観を重視 した 判断は

慎 ま な けれ ば な らない 。最 終 緑 化 目標 とする 群 落形 成 に 必 要

な侵人植物 を優先的 に 生 育 させ る 対応が 必 要で ある。
10．3　監視 的 管 理 （順 応 的 ・適 応 的管 理 ）

　初期緑化 目標 を達成 した 後は
，

で きるだ け 手を加えずに 自

然 の 推移 に任 せ，自然 の 再生 力 で あ る植 生 遷 移 に ゆ だ ね る こ

とが 大 切 とな る 。 こ の 場合，た だ 放置する の で は な く， 適切

なモ ニ タ リ ン グ を実 施 し，想 定 した 最 終緑 化 目標 に 推移 して

い る か 否か に つ い て の 確認 と，設計時に 想定 した 植生の 変化
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が 妥 当で あ っ た か 否の チ ェ ッ ク を行 う。

　中 ・長期的な自然 回復 が，設計時 に想 定 した 最 終 緑 化 目標

へ と どこ お りな く移行す る 場合 は 問題ない が ， 自然の 変化は

多様で 複雑，か つ 制 御不能 な 自然 条件の 中で の 変化で あり，
必 ず し も想定した状況へ 順調に推移す る と は限 らな い 。こ の

よ うな場 合，当初 想定 した最終 目標へ 強引 に 誘導する の で は

なく， そ の ハ ビ タ ッ トの 持つ ポ テ ン シ ャ ル に応 じた 最終緑化

目標 の 見直 しを行 い
，

モ ニ タ リ ン グ ・管理 を続け る こ とが 必

要で ある 。

11．おわ り に

　 こ れまで 実施された自然回復を目的とした緑化事業の 中に

は，学問的
・
技術的な観点か らの ア プ ロ

ーチ ・
分析を ト分に

行うこ となく，

一
般 に流通 して い る資材 ・T．法の 組み 合わせ

で 実効性や 経済性を優先 した事例が多か っ た 。 こ れ に は，地

域 固有 の 系統 を持 っ た植物材料の 供給体制が 整備されて お ら

ず，コ ス ト面 か ら 自然 回復緑化に 適 した手法を選 択 で きな

か っ た こ と などが原因に な っ て い る と考えられる 。 また，の

り面 の 自然回復 に携 わ る行政担当者，法面緑化の 計Ii・設計

者，現場 での 事業施工 者の 問 に，共通 す る見解が な か っ た こ

と も原因の
．・

つ で ある。

　こ の ような自然回復緑化 を取 りま く現状 を考慮する と と も

に，自然生態系の 修復や 生物多様性の 保全に まで 配慮 した 自

然 回 復緑化を口∫能 に する た め に，「の り面 に お け る 自然 回 復

緑化の 基本的 な考え方の と りま とめ」を行 っ た。しか し，自

然 回復緑化 を実践 して い くため に は，地 域 固 有の 系統 を持 っ

た 自生 種 に 関す る 発芽特性，生 育特性，立 地要求度な どの

デ
ータの 整 備，植 物 材 料の 市場形 成，モ ニ タ リ ン グや 植 生管

理 手法 の 確立をは じめ とす る多 くの 課題 が 残 され て い る。こ

れ らの 課題 を ひ とつ ひ とつ 解決 して い くこ とで ，自然回復緑

化 の 考え 方 も．実 際 の 現 場 にお け る技 術 も進 歩 して い く もの

と考えて い る。

　本 と りま とめ は 当初，自然回復緑化 の ガ イ ドラ イ ン （案）

と して計画 した もの で あっ たが，検討を通 じて の り面 にお け

る 植生 推移の デ
ー

タ や地域性系統 ・自生種の 発芽特性や 生 育

特性 な ど関連データの 不足，よ り多 くの 関係者との 討議の 積

み 重ねが 必要で あ る こ と を再 認識 した た め，「の り面 に おけ

る 自然緑化の 基本的考え方の とりまとめ」 として 整理 する こ

とと した。ガ イ ドラ イ ン と して 満足 で きる もの に 発展させ る

ため に は，継続的なデ
ー

タの 集積と共通認識 の 確立が 必 要で

ある 。

　本とりまとめ をひ とつ の た た き台 と して，今後も各位の 御

協力を得ながら 「自然 回復緑化」の あるべ き姿につ い て検討

を続け，よ り充実 した もの に して い きたい と考えて い る。関

係す る皆様か ら ご意見，情報をお寄せ い た だ ける ならば 幸い

で あ る 。
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